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豚流行性下痢（PED）は気温が低い冬季に発生が増加

する傾向があります。本年は平成２５年の大発生を超える勢い

で、３６農場で発生しています！ 
 

大発生以降、ワクチン

接種率は６割程度でしたが、

本年夏には４割程度と

低下しています。 
 

 本病は飼養衛生管理、

ワクチン接種の徹底が

重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 妊娠中の母豚に適切な時期に２回の接種を行うなど、用法及び用量を厳守。 
 

 ワクチン接種した母豚から子豚が充分に哺乳できているか確認。 
 

 子豚をウイルスに曝露させないよう分娩舎は清掃消毒を徹底。 
 

 発生時の被害低減のため妊娠母豚へのワクチンを継続接種。 

子豚の損耗防止のためのワクチンを接種しましょう！ 

「豚流行性下痢」対策の再徹底を！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央家畜保健衛生所 ０２３－６８６－４４１０（休日・夜間共通） 

以下のいずれかがみられたら当所や管理獣医師へ直ちに通報を！ 
 
 複数（周辺農場で本病が発生している場合には１頭）の繁殖母豚が分娩し

た哺乳豚のうち、半数以上が水様性下痢、嘔吐又は死亡した場合。 
 

 同一腹哺乳豚のうち、１頭以上が水様性下痢もしくは嘔吐を呈し又は死亡

し、半日以内に同一腹の哺乳豚又は他の繁殖母豚が分娩した哺乳豚に同一

症状が拡大した場合。 
 

 同一飼養区域内で複数の繁殖豚又は肥育豚（離乳豚も含む）が、食欲不振、

下痢（軟便から水様性）又は嘔吐した場合。 

早期通報を徹底しましょう！ 

 入場者について 

農場関係者以外の入場は、させないようにしましょう。また、飼料運搬車など

の消毒や、獣医師など入場者の記録を徹底しましょう。 
 

 作業者について 

農場や畜舎の出入口での手指の洗浄や消毒、更衣、 

長靴の履き替えと消毒（豚舎ごと）を徹底しましょう。 
 

 豚の導入について 

①導入元の疾病状況を確認し、導入後は２～４週間隔離・観察しましょう。 

②群ごとに作業者を専従とし、資機材も専用のものを使用しましょう。 

（難しい場合は、作業順を調整し資機材を洗浄・消毒しましょう） 
 

 野生動物の侵入防止について 

① 豚舎の壁の穴や破損個所などを修繕しましょう。 

② 屋外に飼料を露出させず、野生動物を誘因しないようにしましょう。 
 

 食品残さ利用飼料について 

食品残さ利用飼料は、70℃ 30分以上または80℃ 3分以上の加熱処理を  

するか、されていることを確認しましょう。 

 

農場への侵入防止対策の徹底 


